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一　
共
同
研
究
の
設
定
　
一
九
八
一
年
に
始
ま
っ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
共
同
研
究
は
、
い
く
つ
か
の
個
別
の
テ
ー
マ
に
よ
る
研
究
の
他
に
、
大
き
な
研
究
課
題
を
設
定
し
て
長
期
的
に
実
施
す
る
共
同
研
究
を
二
つ
設
け
た
。
一
つ
は
「
都
市
に
お
け
る
生
活
空
間
の
史
的
研
究
」
、
も
う
一
つ
は
「
日
本
に
お
け
る
基
層
信
仰
の
研
究
」
で
あ
る
。
前
者
の
第
一
期
の
研
究
は
一
九
八
一
年
に
開
始
さ
れ
、
一
九
八
三
年
ま
で
の
三
年
計
画
で
行
わ
れ
た
が
、
事
実
上
延
長
さ
れ
一
九
八
五
年
ま
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
第
一
期
の
研
究
は
内
部
を
四
つ
の
チ
ー
ム
に
編
成
し
た
が
、
そ
の
編
成
基
準
は
時
代
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
①
古
代
都
市
の
研
究
、
②
中
世
に
お
け
る
地
方
政
治
都
市
、
③
近
世
江
戸
町
方
の
研
究
、
④
近
・
現
代
に
お
け
る
都
市
生
活
の
変
化
に
関
す
る
研
究
と
い
う
、
歴
史
研
究
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
時
代
区
分
に
基
づ
い
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
各
研
究
チ
ー
ム
の
研
究
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
研
究
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
代
区
分
に
基
準
を
置
く
チ
ー
ム
編
成
は
、
各
チ
ー
ム
間
の
対
話
交
流
を
少
な
く
す
る
結
果
と
な
り
、
歴
史
貫
通
的
に
都
市
研
究
と
し
て
の
全
体
像
を
結
実
さ
せ
る
よ
り
も
、
各
時
代
の
研
究
課
題
の
な
か
で
都
市
を
扱
う
傾
向
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
歴
博
の
特
色
と
も
い
う
べ
き
三
学
協
業
を
む
し
ろ
阻
害
す
る
面
を
有
し
て
い
た
。
　
そ
こ
で
一
九
八
六
年
か
ら
の
第
二
期
の
共
同
研
究
は
、
時
代
区
分
の
基
準
を
な
く
し
て
、
都
市
研
究
の
多
様
な
問
題
を
時
代
を
超
え
て
縦
横
に
論
じ
検
討
す
る
チ
ー
ム
編
成
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
次
の
よ
う
な
四
チ
ー
ム
の
編
成
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
①
都
市
空
間
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
研
究
、
②
自
然
環
境
か
ら
み
た
都
市
空
間
の
研
究
、
③
都
市
に
お
け
る
呪
祭
と
歓
楽
に
つ
い
て
の
研
究
、
④
都
市
絵
画
・
都
市
図
の
総
合
的
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
特
定
の
時
代
の
研
究
者
内
部
の
会
話
で
は
な
く
、
総
合
的
多
角
的
に
時
代
や
専
門
を
越
え
た
研
究
者
が
共
同
研
究
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
と
言
え
る
し
、
ま
た
そ
の
試
み
も
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
各
チ
ー
ム
間
の
交
流
や
共
同
し
て
の
論
議
や
検
討
は
必
ず
し
も
十
分
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
第
二
期
の
研
究
は
一
九
八
八
年
度
ま
で
の
三
年
間
で
あ
っ
た
が
、
一
部
発
足
が
遅
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
翌
八
九
年
ま
で
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
第
二
期
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
間
に
次
の
第
三
期
の
研
究
計
画
が
検
討
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
第
一
期
、
第
二
期
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
新
た
な
枠
組
み
の
研
究
が
計
画
立
案
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
度
か
ら
九
二
年
度
ま
で
の
三
年
間
実
施
さ
れ
た
。
　
第
一
期
が
時
代
別
編
成
、
第
二
期
が
問
題
別
編
成
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
第
三
期
は
統
一
課
題
に
よ
る
編
成
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
「
都
市
に
お
け
る
交
流
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空
間
の
史
的
研
究
」
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
チ
ー
ム
編
成
は
大
き
く
は
都
市
の
生
活
空
間
の
史
的
研
究
で
あ
っ
た
が
、
各
チ
ー
ム
の
独
立
性
が
強
く
、
事
実
上
別
々
の
共
同
研
究
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
全
体
が
一
つ
の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
分
担
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
切
り
込
む
の
が
各
二
　
研
究
組
織
研
究
代
表
者
　
福
田
ア
ジ
オ
橋中稲瀬藤市稲和
爪岡田田田川田崎
紳義篤勝裕秀孝春
也介信哉嗣之司日
三
　
研
究
目
的
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
日
本
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
岡
山
大
学
文
学
部
大
阪
狭
山
市
教
育
委
員
会
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
武
蔵
大
学
人
文
学
部
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
佐
賀
大
学
理
工
学
部
京
都
精
華
大
学
人
文
学
部
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
が
そ
の
中
心
に
必
ず
広
場
を
も
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
都
市
に
は
広
場
が
な
い
と
い
う
考
え
方
が
広
く
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
都
市
が
政
治
権
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
市
民
欠
如
を
空
間
的
に
示
す
も
の
と
さ
れ
る
が
、
果
し
て
そ
の
よ
う
に
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
々
の
交
流
空
間
と
し
て
の
広
場
は
日
本
の
都
市
に
お
い
て
も
形
成
さ
れ
、
生
活
の
一
部
と
し
チ
ー
ム
で
あ
る
と
考
え
て
編
成
し
た
。
そ
の
チ
ー
ム
は
①
権
力
表
象
の
場
と
儀
礼
、
②
道
と
川
、
③
広
場
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
交
流
空
間
と
し
て
の
都
市
の
あ
り
方
を
把
握
す
る
た
め
の
事
象
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
こ
こ
に
収
録
す
る
の
は
、
こ
の
三
チ
ー
ム
の
う
ち
の
「
広
場
」
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
小
林
　
忠
雄
白
石
太
一
郎
阿福千小湯小
部原田島浅島
謹敏嘉道　美
也男博裕隆子
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
同同同同同同同
右右右右右右右
（客
員
）
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
今
回
の
共
同
研
究
で
は
、
日
本
に
お
け
る
都
市
生
活
空
間
と
し
て
の
広
場
の
歴
史
的
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
全
体
計
画
と
し
て
の
都
市
に
お
け
る
交
流
空
間
の
史
的
研
究
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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四
　
研
究
実
施
実
況
〈
一
九
九
〇
年
度
の
記
録
〉
第
一
回
研
究
会
　
一
九
九
〇
年
六
月
三
〇
日
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
・
福
田
ア
ジ
オ
「
『
都
市
に
於
け
る
交
流
空
間
の
史
的
研
究
ー
広
場
ー
』
の
課
題
と
　
　
問
題
点
」
　
・
今
後
の
研
究
計
画
に
つ
い
て
　
第
一
回
現
地
調
査
　
一
九
九
〇
年
九
月
二
三
日
　
・
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
広
場
の
歴
史
的
景
観
の
現
地
調
査
」
　
　
（
中
世
興
福
寺
の
市
場
、
大
和
盆
地
の
村
落
広
場
な
ど
）
　
　
奈
良
市
餅
飯
殿
町
・
南
市
町
・
橋
本
町
・
東
向
北
町
　
　
天
理
市
丹
波
市
町
（
市
神
神
社
周
辺
）
・
乙
木
町
　
　
桜
井
市
旧
海
柘
榴
市
跡
　
　
大
和
郡
山
市
若
槻
町
　
　
〈
案
内
ー
藤
田
裕
嗣
・
市
川
秀
之
〉
第
二
回
研
究
会
　
一
九
九
〇
年
九
月
二
四
日
　
於
奈
良
大
学
　
・
福
原
敏
男
「
市
と
市
神
」
　
・
藤
田
裕
嗣
「
中
世
に
お
け
る
広
場
と
市
場
」
　
・
千
田
嘉
博
「
中
世
城
下
町
と
広
場
ー
考
古
学
的
視
点
よ
り
ー
」
第
三
回
研
究
会
　
一
九
九
〇
年
＝
一
月
一
九
日
　
於
武
蔵
大
学
　
・
小
島
道
裕
「
市
場
法
・
都
市
法
と
『
広
場
』
1
住
民
の
い
な
い
都
市
1
』
　
・
市
川
秀
之
「
泉
州
の
広
場
」
　
・
福
田
ア
ジ
オ
「
ム
ラ
に
広
場
は
あ
っ
た
か
」
　
第
四
回
研
究
会
　
一
九
九
一
年
二
月
二
三
日
　
於
武
蔵
大
学
　
・
湯
浅
　
隆
「
近
世
都
市
江
戸
に
お
け
る
広
場
に
つ
い
て
」
　
・
稲
田
篤
信
「
辻
と
文
学
」
〈
一
九
九
一
年
度
の
記
録
〉
　
第
一
回
現
地
調
査
　
一
九
九
一
年
六
月
九
日
　
「
近
代
の
広
場
的
空
間
」
　
（通
算
第
二
回
）
　
大
阪
市
　
新
世
界
、
合
邦
の
辻
、
一
心
寺
、
四
天
王
寺
、
飛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
新
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
年
六
月
一
〇
日
「
現
代
の
広
場
的
空
間
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
市
　
海
遊
館
・
海
遊
館
前
広
場
　
第
一
回
研
究
会
　
一
九
九
一
年
六
月
一
〇
日
　
於
海
遊
館
内
会
議
室
　
（
通
算
第
五
回
）
　
・
中
岡
義
介
「
広
場
－
地
区
ー
都
市
－
空
間
と
場
所
」
　
・
橋
爪
紳
也
「
近
代
都
市
に
お
け
る
広
場
的
空
地
の
計
画
思
想
に
つ
い
て
」
第
二
回
研
究
会
　
一
九
九
一
年
一
〇
月
七
日
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
第
二
研
　
　
　
　
　
　
　
　
修
室
　
（
通
算
第
六
回
）
　
・
小
林
忠
雄
「
山
は
都
市
で
あ
る
ー
山
岳
寺
院
と
広
場
」
　
・
和
崎
春
日
「
カ
メ
ル
ー
ン
・
バ
ム
ン
王
権
社
会
に
お
け
る
王
都
広
場
の
特
質
に
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
1
広
場
で
行
わ
れ
た
儀
礼
を
主
な
手
が
か
り
と
し
て
ー
」
第
三
回
研
究
会
　
一
九
九
一
年
一
二
月
一
八
日
於
東
京
弥
生
会
館
　
（
通
算
第
七
回
）
5
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・
小
島
美
子
「
合
唱
は
ひ
ろ
ば
か
ら
生
ま
れ
る
？
」
・
阿
部
謹
也
「
個
人
と
社
会
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
を
比
較
し
て
」
第
二
回
現
地
調
査
　
一
九
九
一
年
一
二
月
一
九
日
　
「
江
戸
の
広
場
」
（通
算
第
三
回
）
　
東
京
都
　
湯
島
聖
堂
、
神
田
明
神
、
湯
島
天
神
、
上
野
広
小
　
　
　
　
　
　
　
　
路
、
浅
草
寺
、
回
向
院
、
富
岡
八
幡
宮
第
四
回
研
究
会
　
一
九
九
二
年
三
月
一
八
日
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
第
二
会
　
　
　
　
　
　
　
議
室
（通
算
第
八
回
）
・
栄
原
永
遠
男
「
奈
良
、
平
安
時
代
の
市
」
・
白
石
太
一
郎
「
古
代
の
衡
（
ち
ま
た
）
を
め
ぐ
っ
て
」
　
〈
一
九
九
二
年
度
の
記
録
〉
第
一
回
研
究
会
　
一
九
九
二
年
八
月
七
日
　
於
武
蔵
大
学
（通
算
第
九
回
）
・
小
笠
原
恭
子
「広
場
と
芸
能
1
そ
の
時
空
間
1
」
・
瀬
田
　
勝
哉
「
大
売
出
し
の
源
流
－
冠
者
殿
小
考
1
」
第
二
回
研
究
会
　
一
九
九
三
年
一
月
三
〇
日
於
武
蔵
大
学
（通
算
第
一
〇
回
）
・
福
原
敏
男
「
神
幸
の
『
広
場
的
時
空
』
ー
権
力
表
象
の
場
と
儀
礼
・
芸
能
ー
」
・
橋
本
裕
之
「
桟
敷
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
ー
中
世
の
祭
礼
を
見
物
す
る
ー
」
第
三
回
研
究
会
　
一
九
九
三
年
三
月
二
四
日
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
大
会
議
　
　
　
　
　
　
　
室
　
（通
算
第
一
一
回
）
　
・
総
括
討
論
　
・
研
究
報
告
刊
行
に
つ
い
て
　
　
五
　
研
究
成
果
の
概
要
と
反
省
　
課
題
　
初
年
度
の
第
一
回
研
究
会
で
提
示
さ
れ
た
検
討
す
べ
き
課
題
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
　
　
①
空
間
と
し
て
の
広
場
　
　
　
　
　
広
場
の
定
義
　
　
　
　
　
広
場
の
実
体
　
　
　
　
　
広
場
の
機
能
　
　
②
象
徴
と
し
て
の
広
場
　
　
　
　
　
広
場
観
の
変
遷
　
　
　
　
　
広
場
の
比
較
史
　
　
　
　
　
広
場
の
象
徴
性
　
成
果
　
上
記
の
よ
う
な
個
別
の
検
討
事
項
を
別
々
に
切
り
離
し
て
議
論
す
る
の
で
は
な
く
、
各
人
の
研
究
課
題
の
な
か
で
相
互
に
関
連
付
け
て
考
察
す
る
こ
と
を
基
本
的
方
針
と
し
て
三
年
間
の
研
究
は
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
各
研
究
会
お
よ
び
調
査
を
通
し
て
、
次
の
よ
う
な
諸
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
O
　
実
体
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
空
間
で
は
な
く
、
人
々
が
空
地
に
一
定
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の
意
味
を
与
え
る
こ
と
で
、
特
定
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
空
間
が
広
場
と
　
し
て
存
在
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
「
広
場
的
」
と
い
う
表
現
で
多
く
　
の
議
論
で
は
示
さ
れ
た
。
広
場
は
す
ぐ
れ
て
人
々
の
空
間
認
識
の
問
題
で
あ
り
、
　
必
ず
し
も
屋
外
の
空
地
の
み
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
幅
広
い
共
通
理
解
　
が
で
き
た
。
⇔
　
そ
し
て
具
体
的
に
は
恒
常
的
な
施
設
で
は
な
く
、
市
、
広
場
、
寺
社
境
内
、
桟
　
敷
等
臨
時
的
に
人
々
が
集
合
す
る
空
間
と
し
て
の
広
場
が
数
多
く
存
在
し
て
き
た
　
こ
と
が
歴
史
学
、
地
理
学
、
考
古
学
等
の
研
究
成
果
の
総
合
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
　
さ
れ
た
。
ま
た
、
発
掘
結
果
や
図
像
類
に
お
い
て
、
集
落
部
分
に
お
い
て
何
も
な
　
い
空
間
の
存
在
を
指
摘
で
き
る
が
、
そ
の
意
味
を
広
場
と
し
て
理
解
出
来
る
か
ど
　
う
か
、
学
際
的
に
検
討
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
臨
時
的
に
広
場
の
機
能
を
持
っ
　
た
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
た
。
日
　
日
本
の
村
落
社
会
に
は
特
定
の
広
場
的
な
空
間
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
　
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
の
村
落
社
会
成
員
に
と
っ
て
の
み
意
味
の
あ
る
空
間
で
　
あ
り
、
い
わ
ば
共
同
体
的
な
広
場
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
都
市
　
に
お
け
る
広
場
は
互
い
に
面
識
関
係
の
な
い
群
衆
の
集
合
す
る
空
間
と
し
て
の
意
　
味
が
あ
り
、
そ
の
点
で
村
落
の
広
場
と
都
市
の
広
場
の
間
に
安
易
に
連
続
性
を
見
　
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
認
識
も
獲
得
さ
れ
た
。
四
　
日
本
の
都
市
の
広
場
を
、
南
米
や
ア
フ
リ
カ
の
都
市
に
お
け
る
広
場
の
在
り
方
　
と
の
関
連
で
考
察
し
、
比
較
史
的
な
理
解
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
、
　
広
場
が
す
ぐ
れ
て
権
力
と
結
び
つ
い
た
象
徴
的
な
儀
礼
の
場
で
あ
り
、
安
易
に
広
　
場
1
1
市
民
の
存
在
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
広
場
で
　
展
開
す
る
様
々
な
儀
礼
は
、
日
本
に
お
け
る
都
市
空
間
の
な
か
の
儀
礼
空
間
に
つ
　
い
て
も
視
野
を
広
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
　
全
体
と
し
て
は
日
本
の
都
市
に
お
け
る
広
場
を
全
時
代
を
通
じ
て
統
一
的
に
明
　
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
都
市
に
お
い
て
も
広
場
は
形
成
　
さ
れ
、
展
開
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
多
様
な
　
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
に
都
市
の
交
流
空
間
の
場
を
確
認
し
た
こ
と
が
本
　
共
同
研
究
の
成
果
と
言
え
よ
う
。
　
反
省
　
今
ま
で
の
ど
の
共
同
研
究
も
皆
同
じ
で
あ
る
が
、
共
同
研
究
と
言
っ
て
も
研
究
を
す
る
た
め
の
費
用
、
時
間
、
施
設
等
が
十
分
に
は
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
単
に
年
に
数
回
の
研
究
会
開
催
を
主
内
容
と
す
る
共
同
研
究
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
共
同
研
究
員
各
人
が
す
で
に
そ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
い
た
研
究
成
果
の
一
端
を
発
表
し
て
も
ら
う
と
い
う
研
究
会
に
終
始
し
、
独
創
的
な
研
究
を
新
た
に
展
開
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
点
で
共
同
作
業
を
基
礎
と
し
た
共
同
研
究
に
な
ら
な
か
っ
た
点
が
最
大
の
反
省
点
で
あ
り
、
ま
た
問
題
点
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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